
１　下水道事業会計

〔概要〕

〔収益的収支〕

〔資本的収支〕

※資本的収入額は、翌年度繰越工事財源の額を控除した額

Ⅲ　令和４年度企業会計の決算状況

その他収入
58,278千円

長期前受金戻入
2,019,547千円

一般会計補助金
267,750千円

一般会計負担金
804,909千円

雨水処理負担金
793,308千円

下水道使用料
2,178,340千円

当年度純利益
352,564千円

その他支出
1,213,960千円

支払利息
287,259千円

減価償却費
3,779,418千円

職員給与費
488,931千円

収入 支出

不足額は、損益勘定留
保資金などで補てん

3,883,839千円

その他収入
38,953千円

補助金
1,953,534千円

一般会計出資金
568,189千円

企業債
1,883,735千円

企業債償還金
2,646,619千円

建設改良費
5,681,622千円

投資
9千円

収入 支出

令和４年度の下水道事業の運営については、快適な生活環境の確保、公共用水域の水質保全及び雨

水浸水被害の軽減を図るため、施設の維持管理及び計画的かつ効率的な施設整備等を実施しました。主

な事業としては、東部浄化センター終沈汚泥掻寄機整備工事、玉川ポンプ場建設工事、中川１５号雨水幹

線工事、厚南１‐１号汚水幹線工事、汚水の面整備等を実施しました。 

汚水処理状況については、汚水整備戸数が 145 戸（前年度比 148.0％）で、普及率は 79.0％となり、年

間総処理水量は 19,167,635 ㎥（前年度比 93.5％）で、有収水量は 12,717,570 ㎥（前年度比 98.4％）となり

ました。 

経営成績については、事業収益は 6,122,132 千円に、事業費用は 5,769,568 千円となり、収支差引の結

果、当年度純利益は 352,564 千円に、また、当年度未処分利益剰余金は 708,120 千円となりました。 

一方、資本的収支については、収入 4,444,411 千円（翌年度繰越工事財源 726,035 千円を除く）、支出

8,328,250 千円となり、差引不足額は、3,883,839 千円となりましたが、これは、過年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額22,626千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額171,894千円、

繰越工事資金 1,455,854 千円、減債積立金 200,000 千円、建設改良積立金 99,000 千円、過年度分損益

勘定留保資金 184,948 千円及び当年度分損益勘定留保資金 1,749,517 千円で補てんしました。 
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